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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第76期

第３四半期累計期間
第77期

第３四半期累計期間
第76期

会計期間
自　2018年４月１日
至　2018年12月31日

自　2019年４月１日
至　2019年12月31日

自　2018年４月１日
至　2019年３月31日

売上高 (千円) 6,549,021 6,625,732 10,976,345

経常利益（△は経常損失） (千円) △73,155 △55,470 638,510

四半期(当期)純利益
（△は四半期（当期）純損失）

(千円) △64,607 △51,920 437,416

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 866,350 866,350 866,350

発行済株式総数 (株) 2,602,500 2,602,500 2,602,500

純資産額 (千円) 6,665,836 6,692,599 7,142,848

総資産額 (千円) 9,532,174 9,591,544 10,762,670

１株当たり四半期(当期)純利益
（△は１株当たり四半期（当
期）純損失）

(円) △25.34 △20.62 171.81

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 125.00

自己資本比率 (％) 69.9 69.8 66.4
 

　

回次
第76期

第３四半期会計期間
第77期

第３四半期会計期間

会計期間
自　2018年10月１日
至　2018年12月31日

自　2019年10月１日
至　2019年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 47.37 88.98
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

５．2018年10月１日付けで普通株式２株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。第76期の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益(△は１株当たり四半期(当期)純損失)

を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期累計期間につきましては、期初から港湾設備の維持補修案件が堅調に推移し、受注高は前年同期に

比べ218百万円増の9,494百万円となり、売上高は同76百万円増の6,625百万円となりました。受注残高は期首より

2,868百万円増の4,873百万円となりました。

　損益面は、売上高が第４四半期会計期間に偏る事業特性から、当第３四半期累計期間では55百万円の経常損失

（前年同期は73百万円の損失）、51百万円の四半期純損失（前年同期は64百万円の損失）となりました。

各セグメントごとの概況は以下のとおりです。

港湾事業につきましては、受注高は、期初より活発な出件があり前年同期に比べ307百万円増の5,837百万円とな

り、売上高は同510百万円増の4,293百万円となりました。

　地中事業につきましては、受注高は前年同期に比べ57百万円増の2,190百万円となり、売上高は同2百万円増の

1,367百万円となりました。

　陸上事業につきましては、受注高は前年同期に比べ211百万円増の834百万円となったものの、売上高は同182百万

円減の551百万円となりました。

　その他につきましては、ＲＣ案件の減少等により受注高は前年同期に比べ358百万円減の631百万円となり、売上

高は同253百万円減の412百万円となりました。

 
当第３四半期会計期間末の総資産につきましては、前事業年度末に比べ1,171百万円減の9,591百万円となりまし

た。主な減少要因は受取手形、電子記録債権、完成工事未収入金及び売掛金の減1,573百万円であり、主な増加要因

は、商品及び製品並びに未成工事支出金の増428百万円であります。

負債につきましては、前事業年度末に比べ720百万円減の2,898百万円となりました。主な減少要因は支払手形、

電子記録債務及び工事未払金の減363百万円、及び賞与引当金の減249百万円であります。

純資産につきましては、前事業年度末に比べ450百万円減の6,692百万円となりました。これは主に配当金の支払

い316百万円による利益剰余金の減368百万円によるものであります。

 
(2) 資本の財源及び資金の流動性について

当社は、運転資金、設備投資資金及び株主還元のための資金につき、すべて内部資金で賄っており、有利子負債

はございません。当第３四半期会計期間末の現金及び現金等価物の残高は3,661百万円であり、上記の資金需要に対

して十分な流動性を確保しております。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありません。

 
(4) 研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発費は、総額で113百万円であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 9,510,000

計 9,510,000
 

 
② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2020年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,602,500 　　2,602,500
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であり、単元株式
数は100株であります。

計 2,602,500 2,602,500 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年10月１日～
2019年12月31日

― 2,602,500 ― 866,350 ― 753,385
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2019年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   2019年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 96,500
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,503,200
 

25,032 ―

単元未満株式 普通株式 2,800
 

― ―

発行済株式総数 2,602,500 ― ―

総株主の議決権 ― 25,032 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2019年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ナカボーテック
東京都中央区新川２-５-
２

96,500 ― 96,500 3.70

計 ― 96,500 ― 96,500 3.70
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第63号)

に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(1949年建設省令第14号)に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2019年10月１日から2019年12月

31日まで)及び第３四半期累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期財務諸表について有限責任

あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社はありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2019年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 749,659 575,523

  受取手形 ※２  666,687 ※２  349,333

  電子記録債権 ※２  443,229 ※２  326,148

  完成工事未収入金 3,290,435 2,211,005

  売掛金 500,464 440,757

  商品及び製品 302,908 395,485

  未成工事支出金 83,212 418,834

  材料貯蔵品 40,562 66,190

  関係会社預け金 3,221,022 3,085,514

  その他 58,320 209,348

  流動資産合計 9,356,503 8,078,141

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 277,628 274,325

   その他（純額） 286,987 358,035

   有形固定資産合計 564,615 632,361

  無形固定資産 20,877 21,189

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 452,323 461,304

   その他 380,215 410,412

   貸倒引当金 △11,865 △11,865

   投資その他の資産合計 820,673 859,851

  固定資産合計 1,406,166 1,513,402

 資産合計 10,762,670 9,591,544

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 ※２  351,379 ※２  277,752

  電子記録債務 ※２  537,517 ※２  358,829

  工事未払金 575,130 463,781

  買掛金 163,391 175,123

  未成工事受入金 32,961 85,792

  完成工事補償引当金 16,174 19,311

  工事損失引当金 4,959 96,184

  賞与引当金 367,000 117,500

  その他 569,640 282,571

  流動負債合計 2,618,154 1,876,845

 固定負債   

  退職給付引当金 896,248 915,627

  役員退職慰労引当金 76,825 79,837

  資産除去債務 21,335 21,009

  その他 7,257 5,624

  固定負債合計 1,001,667 1,022,099

 負債合計 3,619,821 2,898,945
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2019年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2019年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 866,350 866,350

  資本剰余金 753,385 753,385

  利益剰余金 5,631,796 5,263,538

  自己株式 △192,262 △291,252

  株主資本合計 7,059,269 6,592,020

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 83,579 100,578

  評価・換算差額等合計 83,579 100,578

 純資産合計 7,142,848 6,692,599

負債純資産合計 10,762,670 9,591,544
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高   

 完成工事高 5,264,928 5,455,205

 製品等売上高 1,284,093 1,170,527

 売上高合計 ※  6,549,021 ※  6,625,732

売上原価   

 完成工事原価 4,499,299 4,563,836

 製品等売上原価 775,434 726,170

 売上原価合計 5,274,734 5,290,007

売上総利益   

 完成工事総利益 765,628 891,368

 製品等売上総利益 508,658 444,356

 売上総利益合計 1,274,287 1,335,725

販売費及び一般管理費 1,378,331 1,425,239

営業損失（△） △104,044 △89,513

営業外収益   

 受取利息 14,585 15,931

 受取配当金 5,319 7,477

 受取賃貸料 7,769 7,635

 その他 3,300 3,538

 営業外収益合計 30,975 34,582

営業外費用   

 その他 86 538

 営業外費用合計 86 538

経常損失（△） △73,155 △55,470

特別利益   

 資産除去債務戻入益 ― 525

 特別利益合計 ― 525

特別損失   

 固定資産除却損 806 0

 特別損失合計 806 0

税引前四半期純損失（△） △73,961 △54,945

法人税、住民税及び事業税 △9,353 △3,025

法人税等合計 △9,353 △3,025

四半期純損失（△） △64,607 △51,920
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(原価差異の繰延処理)

定期的な修繕が特定の四半期に行われるために発生する原価差異は、予定原価が年間を基礎に設定されてお

り、原価計算期間末までに解消が見込まれるため、当該原価差異を流動資産（その他）として繰り延べておりま

す。

 
(税金費用の計算)　

税金費用につきましては、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算

する方法によっております。

 

(四半期貸借対照表関係)

１　保証債務　

財形持家融資制度及び住宅資金斡旋制度に基づく従業員の銀行借入に対し、次のとおり保証を行っております。

前事業年度
(2019年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2019年12月31日)

 1,644千円  1,161千円
 

　

※２　四半期会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務の会計処理については、手形交換日又は決済日を

もって決済処理しております。なお、当四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間

末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務が四半期会計期間末日残高に含まれております。

 
前事業年度

(2019年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2019年12月31日)

受取手形 17,912千円 26,336千円

電子記録債権 356 2,647 
支払手形 40,553 61,186 
電子記録債務 88,886 40,556 

 

 

(四半期損益計算書関係)

前第３四半期累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自 2019年４

月１日 至 2019年12月31日）

※　当社の売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期会計期間に

集中しているため、第１、第２及び第３四半期会計期間における売上高に比べ、第４四半期会計期間の売上高が

多くなる傾向があります。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。　

 
前第３四半期累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

減価償却費 55,886千円 57,602千円
 

 

EDINET提出書類

株式会社ナカボーテック(E00260)

四半期報告書

10/15



 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期累計期間(自　2018年４月１日　至　2018年12月31日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日
定時株主総会

普通株式  283,736 55 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金
 

(注)　2018年10月１日付けで普通株式２株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。2018年３月期の

１株当たり配当額につきましては、当該株式併合前の実際の配当額を記載しております。

 
Ⅱ　当第３四半期累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 316,337 125 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

 

(持分法損益等)

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間(自　2018年４月１日　至　2018年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント その他

(注)
合計

港湾 地中 陸上 計

売上高 3,783,045 1,365,514 734,304 5,882,864 666,157 6,549,021

セグメント利益又は損失(△) 636,094 251,606 329,094 1,216,794 57,492 1,274,287
 

(注)　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国際事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計  1,216,794

「その他」の区分の利益又は損失(△) 57,492

全社費用(注) △1,378,331

四半期損益計算書の営業損失 104,044
 

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント その他

(注)
合計

港湾 地中 陸上 計

売上高 4,293,393 1,367,709 551,992 6,213,095 412,637 6,625,732

セグメント利益又は損失(△) 835,412 276,974 243,653 1,356,039 △20,314 1,335,725
 

(注)　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国際事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,356,039

「その他」の区分の利益又は損失(△) △20,314

全社費用(注) △1,425,239

四半期損益計算書の営業損失 89,513
 

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ナカボーテック(E00260)

四半期報告書

12/15



 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
(自　2018年４月１日
至　2018年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年12月31日)

１株当たり四半期純損失 25円34銭 20円62銭

 (算定上の基礎)   

   四半期純損失(千円) 64,607 51,920

   普通株主に帰属しない金額(千円)  ― ―

   普通株式に係る四半期純損失(千円) 64,607 51,920

   普通株式の期中平均株式数(千株)  2,549 2,517
 

(注)　１. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

２．当社は、2018年10月１日付で普通株式２株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。前事

業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純損失を算定しております。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

2020年２月５日

株式会社ナカボーテック

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田　　 島　　 祥　　 朗 印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田　　 原 　　　　諭 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ナカ

ボーテックの2019年４月１日から2020年３月31日までの第77期事業年度の第３四半期会計期間(2019年10月１日から2019

年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナカボーテックの2019年12月31日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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